奈義ファミリークリニック後期研修プログラム（3年）案（改訂１）H17.9.22

奈義ファミリークリニック所長　松下明
1） 初期研修修了者に外来研修導入期間１年間を含めた、３年間コースを設定する。

2） （１）初年度（PGY-3）は木曜日の外来（10：30－12：30）を予診・診察・フィード　　　　　　

バックを繰り返し行なう。NFCの患者層になじんでもらい２年目以降の患者共有化に役立てる。木曜日昼休みに全例カルテチェックを受ける。外来診療における症状からのアプローチ、患者中心の医療・家族指向のケアの枠組み、コモンディジーズ（急性疾患・慢性疾患ともに）への対応方法を中心に学ぶ。

（２）木曜日午後はレジデント・デイとして生物医学・行動科学・医療経営学など様々な側面のレクチャー・ワークショップ・ロールプレイに参加する。津山中央病院で経験した症例に関する振り返りも木曜日夕方に行い、ポートフォリオ評価を受ける。最新の医学技術進歩についてスタッフ勉強会で報告する。

（３）木曜日以外の日は津山中央病院で内科系専修医として8ヶ月間、内科病棟・上部消化管内視鏡研修・腹部エコー研修・救命救急センター研修を行う。

（４）残り4ヶ月中、1ヶ月間は整形外科（外来）・皮膚科（外来）研修を集中的に行い、さらに残り2ヶ月は小児科（外来・病棟・NICU）研修を救急小児科当直含め行い、残りの1ヶ月は産科（病棟・外来）研修で妊産婦のケアについて知識・技術・態度領域を深める。

（５）内科・小児科・整形／皮膚科・産科研修終了時には実地試験（ミニOSCE）をNFCで受ける。PGY-4／PGY-5が中心となって企画する。

（６）津山中央病院では医学生・初期研修医の指導を行う。レクチャースライド作る。

3） （１）２年目（PGY-4）は毎日カルテチェックを受ける（日替わりで所長・PGY-5）。

（2） 金曜日の予防接種は中心となって働く。外来免除の時間帯で保育園・幼稚園・小学校・中学校などの施設を訪ね、スタッフとのコミュニケーションを図る。

（3） よちよち広場の講師や小児関連の各施設での勉強会を企画する。

（4） 在宅患者の管理を中心に行い、在宅患者リスト作成やファイル管理も行う。

（5） 慢性疾患や外来での症状からのアプローチを1年目にレクチャーする。

（6） 院外研修を1コマもらい、皮膚科・整形外科・小児科の不足部分や精神科・眼科・耳鼻科・婦人科・泌尿器科など2―3ヶ月単位で外来研修する。

（7） 1ヶ月は行動科学のコマを持ち、ビデオレビューや集中的に行動科学の文献にあたる。

（8） 学生教育を川崎医科大学で行う（医療面接・身体診察）。NFCを見学に来た医学生には必ず１つレクチャーを行う（内容についてはPGY-5と相談）。

4） （１）３年目（PGY-5）は問題のある症例のみ相談・カルテチェックを受ける。

（2） 家族面談を行なう際は所長同席の上評価を受ける（チェックシート使用）。

（3） PGY-3・PGY-4の指導を積極的に行う。（カルテチェック・プレセプター）

（4） なぎみ苑の金曜日を森Drと担当する。老年医学に関する知識を整理する。

（5） 老人会や婦人会などでの出前健康講座を外来免除枠で行う。かざまくら勉強会講師も積極的に引き受ける。

（6） 所長と一緒に水曜日午後など産業医活動（奈義町役場・工業団地）を体験する。

（7） 院外研修を週1-2コマとり、2年目で回れなかった領域をカバーする。2ヶ月は行動科学のコマを設定して院内でビデオレビューや集中的に行動科学の文献にあたる機会を持つ。

（8） 指導医養成プログラムも履修し、PGY-4に指導医養成プログラムの内容を伝達講習する。

（9） 医学生や他プログラムから来た研修医の教育をプログラム作りから行う。

（10） 木曜日の全スタッフ勉強会の企画・運営を行う。

（11） 診療所マネージメントに積極的に関わる。医療事務に関する勉強会を企画して豊福さんを講師に木曜日に行う。他医療機関を夏までに金曜日を利用して見学し、診療所マネージメントに関するノウハウを得る。

（12） 2週間を限度として他のプログラムの視察、研修を受ける。（よそからのエレクテチィブ後期研修医がいれば可能）

（13） 患者中心の医療・家族指向のケア・患者教育のWSを開く（夏期セミナーなど）。

5） 振り返りカンファレンスをスタッフと共に金曜日午後行い、生涯学習の基礎を築く。

6） 院外研修後には実地試験（ミニOSCE）を受ける。PGY-4に対してはPGY-5が企画。PGY-5に対しては所長が企画。

7） 年に２回はロールプレイ・筆記試験・ポートフォリオ評価を組み合わせた、形成的評価を受ける（9月と3月）。PGY-5終了時には家庭医療専門医試験を受ける。

8） 現時点ではプライマリケア学会専門医や内科学会認定医・小児科学会専門医の資格習得も本人のライフプランと合わせ支援する。

9） 診療所の質向上に関する研究課題を1つ設け、学会発表・論文提出をPGY-5研修終了の義務とする。希望するなら海外での学会発表を認める（STFMなど）。

津山中央病院でのスケジュール例（内科8ヶ月：内科救急含む）

　　　　　　　　　　　　　

月曜日　　　火曜日　　　水曜日　　　木曜日　　　金曜日　　　土曜日

午前　　　　　検査　　　　検査　　　　検査　　　　NFC　　　　検査　　救急当番

午後　　　　　病棟　　　　病棟　　　　病棟　　　　NFC　　　　病棟

　　　　　　（救急バックアップ含む）

津山中央病院でのスケジュール例（整形・皮膚科1ヶ月：内科救急当直含む）

　　　　　　　　　　　　　

月曜日　　　火曜日　　　水曜日　　　木曜日　　　金曜日　　　土曜日

午前　　　　　整形　　　　整形　　　　皮膚科　　　NFC　　　　整形　　　救急当番

　　　　　　（病院）　（クリニック）　（病院）　　　　　　（クリニック）

午後　　　　　皮膚科　　　整形　　　　皮膚科　　　NFC　　　　皮膚科

　　　　（クリニック）（クリニック）　（病院）　　　　　　　（クリニック）

津山中央病院でのスケジュール例（小児科２ヶ月：小児科救急含む）

　　　　　　　　　　　　　

月曜日　　　火曜日　　　水曜日　　　木曜日　　　金曜日　　　土曜日

午前　　　　　外来　　　　外来　　　　外来　　　　NFC　　　　外来　　救急当番

午後　　　　　病棟　　　　病棟　　　　病棟　　　　NFC　　　　病棟

　　　　　　（NICU含む）

津山中央病院でのスケジュール例（産科１ヶ月：出産前後のケアに集中）

　　　　　　　　　　　　　

月曜日　　　火曜日　　　水曜日　　　木曜日　　　金曜日　　　土曜日

午前　　　　　外来　　　　外来　　　　外来　　　　NFC　　　　外来　　　救急当番

午後　　　　　病棟　　　　病棟　　　　病棟　　　　NFC　　　　病棟

指導医の依頼　内科　福島達夫・渡部一彦・俣野茂・藤木重篤・三宅正展

　　　　　　　小児科　梶俊策・杉本守治　　救命救急　森本直樹

　　　　　　　産科　河原義文

　　　　　　　皮膚科　宮本亨　　整形外科　宮本久士・壷内貢　　　各Drにお願いする

院外研修の実績（2年目と3年目NFC医師用）
1） 小児科：津山中央病院　藤本Dr・石谷医院（心身症含む）

2） 整形外科：さとう記念病院　伊藤Dr

3） 皮膚科：津山中央病院　宮本Dr・湯の郷診療所（日曜日随時）

4） 耳鼻科：山本耳鼻科

5） 眼科：岡本眼科（美作）

6） 泌尿器科：津山中央？

7） 産婦人科：津山中央　河原Dr　　赤堀病院？

8） 精神科：希望が丘　日笠Dr

9） 口腔外科：小川歯科

10） 行動科学：奈義ファミリークリニック（2年目：１ヶ月＋3年目：２ヶ月）

１０）リハビリ：さとう記念？　リウマチ：津山中央記念病院　福島Dr？

１１）選択：何でも可。大腸カメラ・心エコー・アロマセラピーは日本原病院で可能？

１２）できれば２週間－４週間単位（遠方）でよその医療機関での研修も考えたい。

奈義ファミリークリニック　スケジュール例

月曜日　　　火曜日　　　水曜日　　　　木曜日　　　金曜日

　　　　　7：30勉強会

午前　　　　（研修）１）　 PGY-5　　　PGY-5　　　 PGY-5　　　 （研修）

　　　　　　　PGY-4　　　PGY-4　　　（研修）　　 PGY-4　　　 PGY-4

　　　　　　　松下　　　（なぎみ苑）　　松下　　（プレセプター）　松下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PGY-3   　（予約なし）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11；30自衛隊

昼　　　　　　　　　　　スタッフ　　　在宅ケア　　カルテチェック　振り返り

　　　　　　　　　　　ミーティング　ミーティング   （全員で）　（スタッフと）

地域保健　　往診・検診　往診・検診　　往診・検診　　　　　　　往診・予防接種

　　　　　　（PGY-5）　（PGY-4/5）　（PGY-4）　　　　　　（松下）（PGY-4）

　　　　　　松下カルテチェック（月・金PGY-4　水PGY-5）30分間 15:30-16：00

　　　　　　PGY-5カルテチェック（火のみ）時間は空いたときに　30分間

午後　　　　（往診）２）　　PGY-5　　　PGY-5　　　 勉強会　　（なぎみ苑）

　　　　　　　PGY-4　　　PGY-4　　　（往診）　　　勉強会　　　PGY-4

　　　　　　　松下　　　（管理業務）　　松下　　　　勉強会　　　　松下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PGY-3

注1） 4―7月はプレセプターとしてPGY-4の教育　注２）4―7月のみ研修とする

注３）夏休み期間や出張期間は研修枠や往診枠を閉じて協力する

